
令和６年度シラバス（歴史総合）     学番６ 新潟県立新潟東高等学校  

教科(科目) 地理歴史 (歴史総合) 単位数 ３単位 学年(コース) ２学年 

使用教科書 山川出版社『歴史総合 近代から現代へ』 

副教材等 第一学習社『ダイアローグ歴史総合』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーシ
ョン・ポリシー 

○地域社会と積極的に交流することで、各自の興味・関心に基づく課題を見出し、学習活動で得た知識・
技能をもとに、論理的に思考し主体的に解決策を見出す能力を育成する。 
○自分の主張を分かりやすく他者へ伝え、異なる主張に対しても、協調的に意見交換しながら合意形成
を図ることができる能力を育成する。 
○正解のない問いや、困難な状況に際しても、他者と協力して、粘り強く挑戦し続ける態度を育成する。 
○自分のよさや強みを自覚し、うまくいかない状況に際しても、自己をうまく管理する柔軟な態度を育
成する。 

カリキュラム・
ポリシー 

○情報端末や、教育サービスを積極的に活用し、すべての生徒が主体的かつ意欲的に学ぶことができる
教育活動を展開する。 
○個々の生徒の特性や理解の状況に応じた最適な学びを提供し、かつ生徒が互いに交流しながら協調的
に学びあえる授業を行う。 
○地域社会と連携することで、豊かな体験活動の場を設けながら、教科とも連携した探究学習を行う。 
○生徒が自らの学びを振り返るとともに、教師が指導の改善を図ることができる学習評価を行いながら、
常に教育活動の質の向上を図っていく。 

 

２ 学習目標         

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グロ
ーバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。 
(1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の

形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ、効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。 

(2) 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつな
がりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする
態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に
対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

 

３ 指導の重点                  
１ 近現代史を中心に基本的な歴史事項や流れを学習します。その上で、対外関係や文化形成の面で、他地域とどのよう

な関係を築き、影響を受けてきたのかを理解することを目指します。 
２ 国際関係の動向や他地域との交流の中で形成されてきた歴史の展開を、様々な歴史史料を活用し適切かつ効果的に調

べまとめる技能を習得し、自分の考え方を確立させることを目指します。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基本的な歴史事象と時系列を理解し、
知識を身に付けている。 

・テーマを設定し、それに対する自己の
考えを歴史史料に基づき論理的にま
とめ、レポートを作成している。 

・世界の諸地域と日本の歴史的つなが
りを多角的視野でとらえ、自己の考
えを歴史史料に基づき論理的にまと
め、筋道を立てて話し、適切に文章を
書いている。 

・世界の諸地域と日本の歴史に関心を
示し、さらに掘り下げて学習する姿
勢を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 



５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
方
法 

 以上の観点を踏まえ､ 
・単元テスト、小テスト 
・レポートの内容 
・ワークシート 
 で総合的に評価します。 

以上の観点を踏まえ､ 
・単元テスト 
・レポートの内容・発表 
・ディスカッション 
 で総合的に評価します。 

 以上の観点を踏まえ､ 
・レポートの内容・発表 
・ディスカッション 
・課題の提出 
 で総合的に評価します。 

内容のまとまりごとに、各観点 
「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」 

で評価します。 
 内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画                              

  月 単元名 授 業

時数 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

４ 

 

 

 

第１章 結びつく

世界 

 

 

8 教科書 

資料集 

課題プリント等 

・アジアにおける生産と流通、アジ

アと欧米の貿易などを中心に、アジ

ア諸地域の繁栄と日本について学

習する。 

・ヨーロッパにおける主権国家体

制の形成とヨーロッパ人の海外進

出について、多面的・多角的に考察

する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

小単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用い

た考察および発表 

行動観察 

５ 

・ 

６ 

 

 

 

 

第２章 近代ヨー

ロッパ・アメリカ

世界の成立 

第３章 明治維新

と日本の立憲体制 

21 

 

教科書 

資料集 

課題プリント等 

・産業革命と交通・通信手段の革

新、中国の開港と日本の開国などを

中心に、工業化と世界市場の形成に

ついて学習する。 

・アメリカ独立革命とフランス革

命について、多面的・多角的に考察

する。 

・西アジアの変容と、南アジア・東

南アジアの植民地化について、多面

的・多角的に考察する。 

・日本の明治維新や明治初期の対

外関係、自由民権運動と大日本帝国

憲法の制定などを中心に、立憲体制

の形成について学習する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用い

た考察および発表 

行動観察 

 

 



７ 

・ 

８ 

・ 

９ 

 

第４章 帝国主義

の展開とアジア 

第５章 第一次世

界大戦と大衆社会 

19 教科書 

資料集 

課題プリント等 

・列強の進出と植民地の形成、条約

改正と日清・日露戦争などを中心

に、帝国主義政策の特徴、列強間の

関係の変容について学習する。 

・日本の産業革命と教育の普及に

ついて、多面的・多角的に考察する。 

・第一次世界大戦の展開、ソヴィエ

ト連邦の成立とアメリカ合衆国の

台頭、国際連盟の成立などを中心

に、総力戦と戦後の国際協調関係に

ついて学習する。 

・アジア・アフリカ地域の情勢と民

族運動について、多面的・多角的に

考察する。 

・大衆消費社会と市民生活の変容、

社会・労働運動の進展と大衆の政治

参加について、多面的・多角的に考

察する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用い

た考察および発表 

行動観察 

10 

・

11 

・ 

12 

 

 

 

第６章 経済危機

と第二次世界大戦 

第７章 戦後の国

際秩序と日本の改

革 

第８章 冷戦と世

界経済 

27 教科書 

資料集 

課題プリント等 

・世界恐慌、ファシズムの台頭など

を中心に、国際協調体制の動揺につ

いて学習する。 

・日本の恐慌と満洲事変、日中戦争

と国内外の動き、第二次世界大戦と

太平洋戦争の展開について、多面

的・多角的に考察する。 

・国際連合の成立、冷戦の開始、日

本の独立回復などを中心に、第二次

世界大戦後の国際秩序と日本の国

際社会への復帰について学習する。 

・アジア諸地域の独立について、多

面的・多角的に考察する。 

・冷戦が各国経済に及ぼした影響、

日本の高度経済成長の背景と影響

などに着目し、冷戦下の世界経済や

地域連携の特徴、経済成長による生

活や社会の変容について多面的・多

角的に考察する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用い

た考察および発表 

行動観察 

１ 

・ 

２ 

・ 

３ 

第９章 グローバ

ル化する世界 

第 10 章 現代の

課題 

21 教科書 

資料集 

課題プリント等 

・冷戦の終結、民主化の進展、地域

紛争の拡散などを中心に、冷戦終結

後の国際政治の変容と課題につい

て、多面的・多角的に考察する。 

・興味関心に基づき、テーマを決め

て探究学習を行う。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用い

た考察及び発表 

行動観察 

                                        計96時間（55分授業） 

７ 課題･提出物等 
・単元テスト、復習プリント（知識が定着しているかどうか） 

・課題レポート（テーマに対して客観的に思考して主体的に判断し、適切に表現できているか） 

・ノート・ワークシート（授業中の取り組み状況を確認する） 

 

 



８ 担当者からの一言 

 歴史総合は世界の諸地域と日本の歴史について近現代史を中心に学習します。対外関係や文化など周辺諸地域との密接
な関係や相互に影響しあいながら現在までの歴史を刻んできたことを、多角的に考察してほしいと思います。そして、歴
史を単に知識としてとらえるのではなく、現代社会にも歴史的経過が大きく影響していることをしっかりと意識してほし
いと思います。なお、指導計画は行事等の事情で変更される場合があります。 

 

 

 

 


